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腎臓におけろ化学的感受体機構とその病理

綜 説

金沢大学医学部病理学敏室（指導　石川大刀雄教授）
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　　　　　　　　　（1）

　腎臓の構築を，敏室同人が提唱する”化学的

感受体系統一学説1）”に基いて理解し，腎臓に

現われる形態学的：変化を，右学説に基い・て統一

し，その病態生理学的意義を明確にしょうとす

るのが，本論文の目的である．

　腎構築を理解し易くするために，その機能的

構築輩位として，”Nephron”を想定しよう．

　～二のような機能的構築輩位としてのNepro11

一個を図示すると次の如くである．

一

図　1〕
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　Aは血管系，Bは糸毬

体系，Cは実質系であ

る．従来，腎の病理学的

変化は，以上の3基盤に

基いて分類され，それに

従って腎炎が，例えば，

Volhard　u．　Fahr，：Lich－

twitz，：Becher等が提唱

するように，臨床的に分

類されている．私はヒヒ

に，それらの所論を累読する要は認めないが，

腎構築の特性は，夫々上記3基盤に即して検討

さるべきものであることを，彊製して置きた
『い．

論

　3基盤の夫々の構造は，その大略に関して既

に成書に記されている．それを縷説するより

も，～ニヒで，私共が主張する”化学的感受体系

統一読”に基V・て解釈される特性的事項を述べ

たいと思う．

　化学的感受体系統に関しては，その綜論的な

成立ちについて，既に石川教授の報告（1）があ

るから，私は腎の機能的構築輩位の特徴を考察

するに当って，必要と思われる事項を摘記し

て，私の見解を発展させて行くことにする．

　化学的感受体系統一学説（以下C・R・S・と

抄記する）においては，先ず管腔的なものの潤

管部（以下SchaltstUckの略S．S．と抄記する）

に注目する．ことに管腔的なものとは，腺管，

血管，或いは更に祠｛経管を指している．その

S・S．を重点的に考慮するのであるが，その読

明をヒの際腺管に求めよう（これは血管に求

めても，同軌的に解釈し得るととは後章におい

て読明する如くである）．

　腺管系の一般的構造は，分泌部としての腺房

と，その排泄部としての導管とにある．而して

腺房と導管との中聞域をS．S．と名付けるので

ある．即ち，S・S・は腺房Aと導管：Bとの中継

部であり，その性質も亦A一・一：B的であり，AB
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両性質的であるということが出来る．

　との簡軍な，しかし余りにも明確な特性の中

に，私共同人が展開する所のC．R．S．的な諸

性質即ち分泌，吸牧，血行（叉は管腔通過）調

節，緊張調節，高再生能等々の特徴ある諸i隠里

が藏せられているヒとの吟味が始まるのであ
る．

　　　　　　　　　（2）

　S・S・部において，（逆）吸牧能のあるとと

は，私共同人が既に数臓器（例之，肝，脾，膵）

のS．S．：部において，指摘した所の殆んど一般

的と思われる特性である　一般諸臓器における

S．S．は，腎に：拾けるが如く明瞭に，　S．S．とし

て指摘命名されて来たものではなく，私共同人

の吟味に基いたものであるが，腎におけるS．S．

部位は，潤管部と以前から命名されて来たもの

に略ぐ相当している．腎の腺管系におV・て，殊

に今の場合潤管掌において，糸馬体網を限外濾

過されて来た排泄物中の或る物が（逆）吸牧さ

れると．とは，既に成：書に明記されている特徴的

な事実である．このことは余りに決定的で敢え

て文献的紹介を必要としないであろう．

　濾出物が腺管系殊にS．S．部において，再吸

尽されるということは，病態生理学的に，濾出

物に混ぜる何らかの病因が，矢張り同様にとの

部において好んで再吸牧され得ること，少なく

とも濾出物と共に腺管理に作用し得ることを示

している．換言すれば，病因は親和i生高く且つ

若干選択的に，S．S．部を侵襲するものである．

この意味におV・て，該部位は，炎症生起の第1

基盤と見なければならない，肺において：もその

第1基盤は，経気管性感染にあっては，肺にお

ける腺管系即ち気管系にあるS．S．部を中心と

せるものである．例えば，結核の経気管性感染

の炎症竈を見るに，就中その初期感染竈の問題

に関して，炎症生起の第1基盤は，潤岡部を中’

心としたものである（2）．

　炎症は，無選択に且つ任意に何れかの部位に

生起するものでない．私共に従えば，S．　S．部

的な特性に従って，自ら炎：症生起の第1基盤に

略ヒ決定されているのである．

　勿論，例えば結核初期感染竈の部位を見る

と，S．　S．部位を外れたるものが若干存すると

とは生物学的現象上当然の偏差として止むを得

ないが，その大多数はS．S．部に準拠している

ものである．ヒの意味においてS．S．部位を，

炎症生起の第1基盤というのである．

　従来の報告において，炎症像の構造の吟味

が，例えば血行感染におV・ては，輩一血管系を

中心に詳細に論ぜられているが，私共はとのよ

うに輩一血管を代表的に選び出すヒとは，全く

無選択且つ任意的である点において充分ではな

いと考えている．一臓器における炎症生起を問

題とする場合，親和性の高い炎症の起り易い条

件にある部位が存在するのは其体的事実である

から，その事実に即しての吟味が必要と思うか

らである．換言すれば：従来の報告が，例えば炎

症に関して，その親和性：部位と考慮せす任意に

漫然たる吟味型式に流れ易かったヒとを，反省

して見たいのである．私は論丈主部において，

ヒのヒとを改めて吟味しよう．

　　　　　　　　　（5）

　腎臓における上記の吟味を試みるに当って，

当然その化学的感受体が主問題の一となる．私

共同人は，諸臓器における化学的感受体を系統

的に検i索しつつあるが，その間にあって腎のそ

れは，就中一個の典型的構造をもつているもの

であるというととが出来る．比較的顕然とした

構造をもつているので，既にそれを指摘し，夫

々の解釈に従っての記載を試みた報告が二，三

に止まらない．私はそれらの文献を歴史的に按

じつつ，私共の解釈に従う所の化学的感受体と

しての見解を，以下逐次記すことにしたい．そ

れが本稿の主部をなすものである．

　私は化学的感受体なる機構を抽出するにあた

って，管腔の丁零部位が重要であるととを腺管

に基いて述べて来た．との管腔は血管であって

も，同様な構想を展開するととが出来る．血管

系に胎ける潤管内的部位としては，代表的に動

静脈吻合部位を挙げるととが出来る．この部の
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構造は非常に特異的であって，私共同人が主唱

する所謂Q細胞を主体となすものである．早る

意味におv・ては，Q細胞を主体とせる壁構造を

有する血管部位を以て，私共のいう広義の定義

における潤警部的部位というヒとが出来るであ

ろう．ヒこに干る意味においてというのは，Q

細胞が主宰する所の血行，血圧調飾機構を指し

てV・る．

　一般に血管が一部位において分岐すると，そ

の分流が多岐であればある程，血行調節をうけ

るヒとの必要度が多い．私共は斯る血管を血管

傘と呼びならわすとととしているが，血管壁構

造め最も典型的なものとしては，単糸毬体輸入

（出）血管を挙げることが出来よう．分流多岐

なると共に，ヒの部の壁は特殊な’構造を示して

おり，それは血行調節を主宰する所の特殊なる

機構，私共のいう腎における化学的感受体に相

当している．

　斯る化学的感受体は血行調節を行うものであ

るが，叉同時に病態生理学的には，病因が経血

管性に侵襲した場合，最も高天（親和性選択性を

示す部位に相当している，私は前項において経

腺管性に病因が侵襲せる場合，：炎症が最も好発

する選択的な第1基盤をなすものは，腺管潤管

部であるととを記載したが，血管系においても

経血管性に病因が侵襲せる場合，炎症が好発す

る第1基盤は，血管潤博引的なる部位であると

いうことが出来るであろう．何故ならば所謂Q

細胞については，故杉山教授が初めて腎小島と

して示したように，生体染色性があり，その母

国性の存在がうかがわれる（事実Neutralrotを

以て生体染色を試みると，糸毬休楡入血管を囲

んで，一群の生体染色弱陽性なる細胞群を見出

すことが出来る）．叉様々な薬品を投与して，

その生体内における分布，蓮：命を組織化学的に

追跡する一群の系統的研究を試みた際に，腎に

おいては楡入動脈周囲において比較的濃厚に沈

着している～二とが見出されたからである．とれ

らのことは病因も亦この部において，吸牧され

る可能性を示すものである．

　斯くして，軍純に病因は輸入血管を平心とし

て，その炎症像を展開して行くか，或いは軍純

ならすとも，病因が輸入血管壁に働き，抗元とし

てその部に固定され，続いて抗体が生産され，

斯る時期に次回のSchudが来ると，その部を中

心に鋭敏なるアレルギー性病i変が生起し来るこ

とになる．輸入動脈周囲は腎アレルギーが顕現

し来る第一の，或いは唯一の場で，とのことは

叉実験的にも，馬杉氏腎炎において確められ

た．

　　　　　　　　　（4）

　次に私は，S．S．部位がもっている忌避能に

続く今一つの大V・なる特性，即ち高再生能とい

う問題に触れなければならない．

　S．S．部位は，　A’一一B的であると共に，　A：B

両性質的でもある．A（導管）とB（腺房）との

間に介在していて，その何れもの性質をもつて

N（る．S，　S．部位が，　AB両性質的であるとい

うことは，まだ完全にAなりBなりに分化し切

れないことを示すもので，その点において：未分

化性であるというヒとが出来る．未分化性なる

部位は，一般則として様々な特性をもつもので

あるが，その最大なものは再生能が高く，且つ

辿り得る範囲の轡型に分化し得るというMeta－

plasie化の性質であろう．

　腺管に引例すると，腺管上皮は屡々潤管内に

おいて：，円柱化し，高野化し，分芽し，途に遊

離化するものである．即ち，i変態より分罪して

新たなる細胞集団をつくる迄，様々なる形態を

示すものである．斯る傾向を私共は，：Feyrter　3）

等に従ってEndophytie化（内部芽生化）と称

しているが，これらの諸性質は陸々な腺管の

S．S．部，例之，膵，肺等においても認めると

とが出来るものである．

　斯くして形成された，EDdophytie的な新た

なる細胞集団は，それ自体所謂微量作用物質を

分泌することが予想される．

　腎腺管部のS・S・部位においても同様な過程

が見られるが，それについては後章において，

Macula．　densa像を中心とするElldophytie的
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発展として，改めて吟味するととにしたい．

　ととに予め概略的に記述して置きたいとと

は，要は，腺管系はそのS・S・部的部位におV・

て高再生能を示し，それに基くEndophytie的

発展によって，時には新たなる細胞集団を形成

し得るということである．この特性に基いて

F・y・…の所言騨）i伽・eend・k・i・・Sy・tem　3）”を

理解することが出来る．

　腺管のS．S．部の示す高再生能は，血管系

S．S．部位においても，若干度に認めることが

出来る．即ち，Q細胞が血管壁において屡々多

暦化し，或いば時に（稀に）分和して遊離せる

細胞集団を形成するというととがそれである，

結論からすれば，血管系S．S．部における斯る

特性は，腎の糸導体輸入血管を中心として最：も

典型的な問題を提出するもので，これに関する

私の見解も，本報告の主部において詳述する～二

とにしたV・．

　以上によって予め知り得ることは，腺黙坐は

血管のS。S．的部位を申心として，　S．　S．部位

がA・：B両性質的に未分化的である，未分化的

であるが故に高再生能的である，高再生能であ

るととはElldophytie的発展を示すということ

であり，それによって内分泌能を有するかに思

われる新たなる細胞集団が誕生する，という特

性的な諸事実である．

　　　　　　　　　　（5）

　私は以上において，腺管系と血管系とのS．S．

部を中心とせる同軌的性格について，記述し来

たった．

　一臓器において，腺管系と血管系とは独立し

て勿論存在するが，両系統は相互に全然無干渉

ではあり得す，屡々濃厚なる相関関係をもつも

のであるというヒとは，次に注目すべき事実で

ある．

　例えば，肺における両系統の相関を吟味した

倉田の報告（2）を簡軍に引例して見よう．肺に

おや・ては，腺管としての気管におや・てS・S．部

的部位は，：Bronch・resp．に求め得る．肺動脈

は，気管支に滑って走り，気管支が分岐すると

共にそれと早行して肺動脈も分岐する．肺動脈

が分岐しその分岐が最も多岐で壁にQ細胞を有

し，最もS．S．的性格を示す部位が，肺動脈系

における潤管部とも称すべき所で，それは正し

く腺解説管部に相対する部位である．

　この部位においては，血管と腺管とのS．S．

的部位は，互に相対して位置する．

　而して，両者が相対して存在する部位には特

殊なる細胞群の集団を見出すことがある．それ

は，腺管上皮がEndophytie的に発展し，集団

せるものに，血管壁より同檬にQ細胞が多暦化

し，集団せるものが関与して成立しているもの

と考えられる．斯くの如くEnd・phytie的に成

立せる細胞集団は，肺においても微量作用物質

を内分泌せるが如くに思われ，そのことは実際

組織化学的にも或る程度検証される．なお斯る

細胞集団間には，細血管と細淋巴管が叢をな

し，叉祠1経分布も豊：富である．この3因子は，

実は夫々相即的にあるもので構成のみならす機

能的にも不可分離的なものである。斯る機講を

私共は，肺における化学的感受体機構と命名し

た．

　管腔のAと：Bを対比することによって，S・S・

部が起揚され，S．S．部を中心に腺管系と血管

系とを対比することによって，化学的感受体が

見出される．斯る検証方法に基き，石川教授等

が予言せる全く新しい機構が，肺に見出される

ことになった．

　ヒ～二に注目すべきは，血管系と腺管系とは夫

々全く干渉せすして，独立的に相互無関係にあ

るものでなく，両管腔系は夫々のS．S．部的部

位において，相即し，干渉し，その闇の襖的機

構となるものが，両管腔系のS．S．部的部位よ

りEndopytie的に発展するものであるという

ことである．

　肺における引例を吟味することによって，最

早や腎に同母機構が存在すべきことの察知は容

易であろう．

　私は，両者における同軌的な存在を次の模型

図を以て示したい．
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図　　ID

z

　腎の糸毬体輸入動脈を中心に，Q細胞を主体

とせ’る機構があり，腺管S．S．部を中心とし

て，Ehd⑩ユytie的機構が存する．腎において，

血管と腺管との両管腔は，図の如くに，相互に

相対して相即的に位置している．この間に，肺

におけると同様に，血管一上皮一紳経性因子よ

りなる特殊なる細胞集団，腎における化学的感

受体が構成されている．との成立ちの精細なる

吟味は本論文に試みるが，その成立の概要を予

め黒蜜に記して見た．

　　　　　　　　　（6）

　次に，以上の機構の病態生理学的意義につい

て考えて見るべき段階に達した．

　この機構は所謂化学的感受体で，血行調節を

行う部位であるが，先ず形態学的に認め得べき

価値ある変化を示すものより吟味を試みること

にしよう。

　私は，腺管並びに血管の潤管部的位置が，炎

症生起の第1基盤をなすものであるヒとを既に

述べた．病因はS．S．的部位を先ず好んで侵襲

する．而して病因に反応して，形態学的変化を

示すべきReactaの性質に関して，私共は既

に，炎症を輩一血管系における反応と理解する

既往の多くの学派と，その立場を異にしてい

る．軍一血管系にあっては，Reactaにさほど

複雑なる理解を血管闇葉性反応以外に必要とし

ない．私共の立場にあっては，：炎症の基盤が選

択的に乳管部である以上，この問題は化学的感

受体に直結している．

　第III図はその理解を示している．腎炎が臨

床的に域立するのは，多くの場合血行性である

が，この時先す糸毬体輸入血管を中心として

Noxeが作用する．病因が直接に血管壁を侵す

か，或いは血管壁に抗元として固定され，抗体

が生成し，第二のSchubによってアレルギー

性反応が，血管壁を中心として展開する．

　輸入血管に盗れたものは，糸毬体系に働いて

糸留体腎炎をつくるが，この時病因の一部は，

侵害された血管網を濾出して細尿管に出で，次

に細尿管の潤管部的部位において吸牧され，斯

くしてS．S．部周囲に直接侵害効果を；発揮す

る．腎において腺管と血管とのS．S．部位は相

対しているから，病因は何れにしてもその部を

中心として侵襲するものである．これを図示す

れば第；III図の如くに模式化するととが出来，

糸詩体輸出入血管並びに腺襲爵管部を以て囲続

された領域が，炎症の：最も好発する部位に相当

している．病因が働く方向は，夫々の矢印を以

て諒解され得るであろう．

　　　　　　　　　　私共はこの中闇領域を，
図　III〕

’

Reactaである△部位の性格が

epitheliarな化学的感受体である以上，

性格に対する理解は，それに準拠したものでな

ければならない．ヒれが炎症についての好発性

部位の特性に従った私共の理解方式である．

　病因の親和性高く侵害され易いS．S．部は，

その未分化性に応じて，病因に対して様々なる

型式におV・て反応する．それは，変性，破壊よ

り再生に亘る一連の変化群である．

　叉S．S．部は再生能が高度であるから，なお

病因が長期に亘って作用する時には，S．S．部

を中心に異常なる再生現象が現われるであろう

その形1伏から△部位と呼ん

でいる．△部位を構成する

ものは，後記の如くに，祠1

経一血管一上皮性因子が相

既不可分恥部に集団せる特

殊機構即ち私共の化学的感

受休である．

　炎症は，その第1基盤を

△部位に求める．然るに

　　　　　　Nellroεmgio一

　　　　　　　　　炎症の

〔32q
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し，叉逆に腎腫瘍を観察するヒとによって，

S・S．部を中心としたものが，相当率に見出さ

れるであろう（との点については腎腫瘍特に

Hypernephromaの基盤に関する検索を既に終

えて，その結論は日本病理学会会誌（1949）に発

表したが，結果は私共の推定の如くHyperne－

phrOmaの基盤として，潤管部上皮を最：も有力

とするが，その詳細は別稿に報告しよう）．

　叉腎の潤管部が，△部位を中心に　neuro－

anglo－epithellarに構成されている以上，乙部位

を基盤とせる腫瘍が，11euro－aDgio－epitheliarな

構成をもつ～二とも期待され得る．

　との形像は，混合腫瘍として取扱われ得る性

格をもつているが，元来混合腫瘍なる定義に便

宜的琢もので，本質的な問題に対しては漫然と

している欠点がある．

　私共は，化学的感受体のNα1ro－allgio－epithe－

llarな構築を以て，　Glomus機構に準じたもの

と理解しているが，それ故にそれに基盤を得て

発展せる腫瘍を，煎りにGlomOmaと命名した

い．斯る腫瘍は，化学的感受体に原発せるもの

で，肺にお・いて既にi教室同人によって見出され

本

　　　　（1）Macula　densaについて

　細尿管潤管部の特性的事項の概略は，序論に

記載した．細尿管が迂曲し℃糸母体に接して来

ると，恥曝部又は昌運部となるが，その部にお

いて細尿管上皮が糸毬体に給せる側にあって，

限局性に，細胞核が増殖或V・は密集化し，時に

は多層化する傾向を示す．斯る上皮細胞の増殖

性傾向は，高再生能の表現であって，注意して

検索すると，血管極に接近して存する潤管部

（叉は中館部）を中心とするのみならす，これと

細尿管間の小動脈（小動脈並びに前毛細血管）

に接する部においても亦，同様な所見を見出す

ことがある．

　斯る部位の上皮細胞核は一般にクロマチンに

富むが，時には粗大なクロマチン顯粒を少数含

有し，軽度の退行性変化（ピクノーゼ等）を呈

た薩摩なるものは，腎においても見出され得る

筈である．私共のこの点に関する吟味は，既に

日本病理学会会誌（1949）に発表せる如くであ

る．

　Glomomaは勿論構成因子より混合腫瘍と称

すべきものであるが，その性格を明示した所以

により，それより分離して位置せしめてよいで

あろう．教室同人が提唱する”化学的感受体系

統”は，網走内皮系統に対比すべき規模をもつ

ている．後者よりの腫瘍をEndotheliomaを中

心に統一され得るとするならば，前者よりの腫

瘍はGlomomaを中心として統一され得るもの

である．或いは癌，肉腫，内皮腫に続いての第

4腫瘍とも目することが出来る．私共は以上の

腫瘍問題を，　Glomoma　renisとして既に記載

し来たつ允．

　以上によって腎に対する私共の所読の大略を

述べ，それに基き＝炎症並びに腫瘍に対する私共

の見解をも概読した．個々の所見及び論議につ

いて更に詳細な検討は，本稿本論以後におV・て

取扱うことにしよう．

論

している．その胞体は一般にエオジンに梢ヒ濃

染し，極めて軽度の腫脹，窺知を示し屡々円柱

歌である．その基底部に時に大小の室泡並びに

脂肪の小滴を件うヒとがある．更に潤西部叉は

中聞部と血管極との中間にあって，細尿管部に

接して上記と殆んど同様な胞体並びに核の構造

をもつている細胞が，分墨引に或V・は集籏（数

個）をなしているととがある（それらの意i義づ

けに関しては．後章に吟味するが）．斯る細尿

管部の腔内には，様々な形の蛋白性物質並びに

剥離i性上皮を，或いは更に，硝子様円柱叉は塊

状乃至円形の石退化物質（時々）の充填するの

を認めることがある．

　斯る細尿管部の基底膜は，一般に軽度の膨

化，部分的欠損と思わしめる像，或いは更に基

底膜より剥離する傾向を示す．
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　斯る限局性な細尿管上皮核の増殖性傾向は，

ZimmermaDn（1932）36）によって”Macula　de11－

Sa”と呼ばれて来た特徴ある形像に相当するも

のである．細尿管の中央下部（MittelstUck）は：

輸入小動脈に対応して位置しているが，更に血

管極に揺iしている中間・部（zwlschenst｛ick）にあ

っては，著明なる上皮細胞核の増殖的集籏が認

められる4）．その細胞核の配列像に基いて，斯

る形像をMacula　densaと呼んだ，

　彼は様々な動物にMacula　densaの像を検証

したが，斯る特徴ある形像は，彼が更に単調す

るPolkissen（私共のQ細胞群）の像と相輿っ

て，私共に化学的感受体系統の存在を暗示する

に充分であった．

　Michaelowitschも亦，多くの哺乳動物（人，

アフリカ産短尾類，馬，猫，牛，犬）に同様所

見を見出して，その形像を確実にしたが，特に

人間におV・て最：大66μに達する卵円形の拡がり

をもつMacula　densaを示している．この時申

聞部のMacula　densaの部分に：お・いては，細胞

核は異常に緻密に形成されているが，細胞限界

としての接合線（Kittlinie）は常に明白であっ
：た．

　最近J．G．　Edwards（1940）5）は，哺乳動物

の糸毬休血管極に関する論文において，Periar－

teriolar　pad並びにepithelial　plaq這eに関して次

の如く述べている．即ち，所謂上皮斑epithelial

plaq配の特徴とする所は

　（1）　胞体の特徴：胞体は柱歌，屡々非常に

長い細胞の列をつくり，原形質は嗜単性或》、は

僅かに嗜塩基性で，穎粒がなく，核は互に密接

して並び，豊富なるクロマチンを含み，而も梢

ミ小さくて，隣接部から際立っている．

　（2）その大きさ：一般に長軸は短軸の2倍

に及ぶ．

　（3）形：楕円形

という性質をもつている．且つ，細胞核（中聞

部叉は潤管部における）の増殖は，条件に従い

非常に幅広くi変動するものである．

　Macula　densaの成立に関しては，　M611endorff

（1930）6）によると輪入小動脈側よりの搏動性影

響の結果と考えられているが，斯る機械的刺戟

に加えて更に，中間部：或いは潤管部の内（管腔

内），外（血管極附近）よりする化学的刺戟を考

慮に入れる必要がある．

　更に私共の立場によるならば，斯るActaの

みならす，Reactaとしての潤管部のもつ高再

生的な特性を基盤に算入して置かねばならな
v、．

　Macula　densaは大体以上の形像をもつてい

るが，CorODinie（1937）37）は，様々な腎疾患

（主として一変症に属す）における糸母体茎：部

（Glomerulus－Stie1）の変化を観察し，平押部上

皮にあっては，増殖性（proli勉atlv）と退そ了性

（degenerativ）の2種の変化の型が存する～二と

を指摘した．前者は所謂MaCula　dellsaの多暦

化の像であり，後者は申間部基底膜の膨化，部

分的損傷，更に時には細胞基底部の脂肪変性

（Basale　Verfettung）である．　Corollinieによる

と斯る中聞部における変化は，輸入小動脈の透

過性の変化並びに糸薄体茎部における変化に関

住するという．斯る病変は腺管上皮に止まら

す，屡々更に輸入小動脈壁に存する”上皮様細

胞（私共のQ細胞）”の間に浸透して，膨化し

た繊維並びに室泡等を認むるに至る．上皮様細

胞集団（Polki3sen）に関しては後章に吟味する

が，斯る変化はGoormlghtigh（1938）29）の小動

脈周囲浮腫1）er1arteriolar　edema，：Kuczyllski

（1926）35），：H廿ckel（1929）26）の糸毬体茎・部の

Rings6denが或V・は更にCoroninie（1937）37）の

小動脈の限局性浮腫（umschr五ebene　Qllellung．

d．vasa　af侮r．）と呼ばれる変化群と密接な関連

するものの如くである・私共が注目する△部位

を中心とせる変化群と考えてよいであろう．△

部位におけるi変化は，更に糸毬体の周囲を囲続

して特に発離している淋巴網叉は毛細血管網

〔Kunita（1909）7），　Kaiserlln9（1940）8）〕を介

して濃厚に発展して：，糸毬体周囲の浮腫peri－

910merul籠res　Odem，　BowmaDn氏嚢（以下「B」

面魂と略記す）の膨化〔Randerath（五929）〕と
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なる．糸毬体周囲の浮腫，：或いは淋巴三三籏

は，その由来の考察はさておき，屡，々多数標本

に認められる所の普遍的な病変と目するととが

出来よう．との聞にあって，特に糸綴体毛細血

管蹄係の「B」氏嚢へ移行する部に，屡々彊度の

限局性膨化を認むるヒとも少なくない．斯る所

見を，私共は血管極周囲浮腫（Polares　Odem）

と称している．

　以上によって腺管潤磯部の特性と目される

MaCu】a　densaの構造の概略を示したが，斯る

Reactaにおける諸種疾患に際しての病変に関

しては，別に論ずるヒととする．

　　　　　（2）△郡位特殊細胞群

　私は腺三三三部に引続き，それに密接する部

位を検索して次の所見を得た．

　2個の糸毬体に囲まれ，而も筆入小動脈と糸

毬体周囲毛細血管（楡出小動脈か）との間にあ

って，幾分毛細血管壁に近く，類円形のクロマ

チンに粗なる核を有し，エオジンに淡紅する胞

体をもつ，約7個の細胞より成る細胞小集籏

が，膨化せる被覆により囲まれて存するのを認

めた．更に，輸入小動脈壁の膨化並びに血管壁

細胞の腫脹，増殖（時にQ細胞を思わしむるも

のあり）を細い，或いは血管極周囲に不徹彊度

な浮腫を有しているという像である．

図　　IIII〕

　本標本は，典型的なアレルギー性疾患と目さ

れる流行性出血熱腎のもので，注目すべき所見

は，特殊なる細胞集団が存し，且つそれを中心

に滲出性病変が進行して》・る，という点であ

る，

図 V〕

　更に楡入小動脈と輸出小動脈との角をなす部

分において，類円形，粗クロマチン核，淡明に

して僅少なる胞体を有する十数個の細胞より成

る小集籏を認め，且つ輸入小動脈細胞の増殖並

びに腫脹，血管極周囲に存する繊維の膨化を件

ってV・る．斯る糸撚体周囲にある毛細血管は充

盈が難く，且つ細尿管腔内には，硝子様叉は膠

様円柱が充填している．ヒの標本も流行性出血

熱腎のもので，注目すべき要細は前者に等し

v・．

　斯る細胞集団は，精密に検索すれば何れの標

本にあっても検出可能であろうが，多くはそれ

らしき形状を示すに止まるもので，典型的形歌

は，局所が若干膨化し且つ加うるに若干増殖傾

向を示すものに認め易い．即ち本症例の如くで

ある．

　ヒヒにおや・て焦点的な問題となるのは，△部

位に存する特殊なる細胞の小集団の本質であろ
う．

　これらの細胞集団に関しては，Goormightigh
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（1932）23），Becher　（1936）15），　Feyrter（1940）9）

等によってその本質が検討されている．私が記

載したものは，恐らくその何れかに相当するも

のである．因って以下にそれらの諸説の吟味を

試みよう．

　　　（3）：Feyrter氏細胞群について9）

　K：．Peter　4）は，既に1909年人並びに哺乳動

物の腎臓の細尿管，殊にその中闇部並びに煙

管部において，所謂”胃管部”の壁が極めて不

規則性を有することを町勢し，屡々ケ瘤歌物

（Auswnchse）”となる～二とを指摘して》・る．と

の瘤朕物の種類，頻度，発生分布は雑多である

が，その形態を見るに，細尿管上皮が僅かに腫

脹せるものより，細い茎を有する西洋梨状のも

のまで，或いは時に長い糸状の贅生を形成して

いるものまで様々である．多くの場合その間に

腔を詔、め得るのみでなく，細い茎部をもつ瘤歌

物の内には屡々結晶物を含有しているごとがあ

る．斯る瘤野物は新生見に未だ見出されない

が，14歳少女に証明された例があり，更に：老人

の潤管部にては，比較的一塁に形成されてい

る．このことからその発生並びに形態形成に関

しては，年齢的影響が少なくないものと考えら

れる．瘤歌物の分布に関しては，細尿管中ヘン

レ’一半上行脚より集合管の初国部に亘る比較的

広汎な部分，即ち広義の潤興部に存在している

〔Feyrter（1940）9），．以上は人における所見で

あるが，哺乳動物におv・ても同様所見が認めら

れ’る〔Peter（1907）4）〕．豚についてはHenle

（1862），　Schwe：ger－Seide1（1865），　Stendener

（1864）による既ヒこ歴i史的な上巳述もi残されてV・

る．然らば斯る瘤累物の由来並びにその生理学

的意義は如何なるものであろうか，先ず文献的

考察を試みよう．

　Peter（1907）4）は，～二の瘤状物を細尿管の成

長による産物と見倣し，細尿管殊に主管部が糸

毬体に密接に囲続しているために，斯る狭窄を

生じたものであろうと考えた．潤管部の附属物

が主管部の迂曲した折目の中に認められるとい

うことは，その”機械的な発生”を一麿確実な

らしめているようである．Michia，　Juone並び

にPete「学派は：，その癸生を潤管部が短いに

も拘わらす，可能なる限り大きい表面を獲i得し

ようとするヒとに基くものと解釈している．

　V．M6UendQr任（1930）6）によると，斯る瘤状

勢はSchweiger－Seidel（1865）以来屡々記載さ

れているが，その意i義に関しては全然触れてい

るものがない．唯潤管部の瘤歌物並びにその壁

について，基底膜と共に所々圧せられているよ

うに見えるという甚だ漠然とした記載がされて

V・るに過ぎなV・と．

　Feyrter（1940）9）は，上述の瘤歌物がPeter

が認めたと全く同一の部分に，即ちV．M611－

endor任の所謂中央外部（Mitte1stUck）に，而も

特に筆管部に屡々，稀にはその外の部位（例え

ば主管部におや・てさえも）に現われるとしてV・

るが，その発生並びに意義に関しては全く確定

的な所論を述べていない．なお斯る瘤歌物は，

その内容として脂肪滴並びに大量のリポイドを

含有し，酒石酸チオニン混合液で染色すると部

分的にMetachromasieを示し，外の部分は黄

色を帯びた黄褐色となるが，そのものの原形質

は微かなMetachromasieを呈するバラ色に染

着されるのである．酒石酸チオニン染色は，

：EDdophytieの内容を吟味するに当って屡々使

用される方法で，～これによってM£tachrOmasle

を起す物質はGlycolipinと目されている．

　Peterは瘤状物の内に微細な一時の顯粒を認

めているが，その化学的性質には触れることな

く，軍に小結晶体と記載した，

　：Feyrter（ユ940）9）は，屡々四角形叉は針頭の

外見を有する前記リポイドを重要馴している

が，時に大結晶休をも認めている．

　叉中央管部細胞がda　Fanoの銀染色により

馴化する～二とが，E．：Lauda　11．　Ph　Rezek（192

8）10）並びにH．Okkels　33）により明らかにされ

てV、る．：Feyter（1940）9）は瘤瀬物も同様な特

微を有するととから，その部に弧還元性物質の

存在を考えた．

　更に斯る”瘤状物”或いは附属物が存する中
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聞部にあって，壁とは直接関係を有することな

きかの如く（との点後に吟味する）糸毬体血管

極並びに小動脈枝に接して，特殊な”細胞集団”

が存する．との細胞は，本質的には瘤歌物を構

成する細胞と同檬な微細構造を示すという特徴

をもつている．且つ細胞集団は円形叉は帯状，

その間に腔を形成した）或いはそれを欠いて》・

る．或いは叉平準小動脈に接しても，所謂”硝

子様円柱”に似た分泌物を有する同町な細胞集

団を認めることがあった。然らば，斯る特殊細

胞集団の各細胞と”瘤ナ下物”細胞とは，本質的

に同一由来のものであろうか．或いは質的，量

的差異が若干認められぬであろうか．

　特殊細胞集団は，所聡”瘤1伏物”が完全に絞

窄されることによって形成されたもので，その

一連の移行像を追跡し得る。Peterによって既

に記載された”瘤状物”叉は”附属物”は，中

央管部上皮の発芽機転，高再生能に基くもの

で，それが”瘤状”に，或いは叉母体より完全

に絞窄されて，遊離し，孤立せる細胞集団とな

るものである．

　特殊細胞集団と瘤1伏物とを形成する各細胞

は，微細構造において相似している．唯特殊集

団にあってはリポイド含有量は屡々著しく大：量

で，且つそのリポイF平骨も粗大である．と同

時に著明に限局された細胞の階下が細胞集団中

に認められる．凍結標本にては，リポイドの多

い細胞集団内には円形或いは更に不規則な限局

性室泡が証明される．私共は後記するように，

瘤1呼物→特殊集団という一連の形成をEndo－

phytie的発展と理解し　発生せる特殊細胞集団

は微量作用物質を内分泌するものと考えるが，

該集団は嗜白金穎粒（Cholin検出を目的とする

私共同人の組織1ヒ学的証明法）を濃厚に含有し

ている．との所見に関層しては，該当章下に記載

する嘱
　瘤状物→特殊細胞集団という現象は，：Feyrtre

9）3）のいう内部芽生「Endo画yt｛eに相当・してV・

る．且つ腎におけるこの所見は，：Feyrterがそ

の所説Di伍lse　Endokrine　Epitheliale　Organ学

読に力説した所で，それ故にヒこに阿りに

Feyrter細胞群と呼ばう．

斯るEndophytieは腎に特有な現象ではなく，

既にP．Masson（1924）11）が”虫檬突起”粘膜に

おV・て始めて記載して，ヒ：れをBOu「genneme：】t

（発芽機転）と命名した，発芽という高再生能に

より墨糸田万包群から瘤ナ伏となり，：或V・は更：に遊離

して特殊集団が生する．斯る集団闇には屡々毛

細血管は密に纏絡し，その様相は全く内分泌性

理官に相当している。斯る現象の代表的症例と

しては，膵のラ氏島形成機序を提示し得るし，

叉腸管系，食道，輸胆管，膀胱，膵臓（膵管を

含む）に認められる黄色細胞（Gelbe　Zelle）形

成機序を挙げるヒとが出来る．所謂黄色細胞と

呼ばれるものに関しては従来一群の組織化学的

研究があり，次第；にその本質が明白になって来

て，遽にはPterine或いは教室同人が定i義す・る

所の核物質にまで発展するが，要は微量作用物

質を内分泌するという点に注目を喚起したい．

Claraは組織化学的に検出される穎粒の位置よ

り，これを：Basalgekδrnte　Ze11eと呼んでいる．

　冷製腺のParafolliku1巨re　Ze11eも同一性格な

Endophytie的な所産であるが，との者も明ら

かに内分渚i生で・最近Altmalm（1940）12）は

Gelbe　Zelle，：Basalgek6rnte　ZeUe，’ParafolUkulare

ZeUeその他を合してHelle　Zellen－Systemと

呼んでいる、

　腎における上記EDdophytie的細胞集団が，

微：量作用物質を内分泌すべきことの証明も努力

されてv・て，並木敏授等ユ3）は，腎小島（杉山）

14），Polkissen（zimmer17nalm）36），　Juxtaglomeru】ar

APparatus（Goormaghtigh）のもつ穎粒に対し

て，特定な染色法を報告しているし，或いは

私のCholjn検出を主目的とした組織化学的報

告は，本論文に揚ぐるが如くである．然らば

掩yrter（1940）9）によって記載された特殊な細

胞集団は，彼以前に決して観察されなかったも

のであろうか．

　ヒれに関しては，同一箇所に殆んど同一性歌

を記載して，既に杉山（1942）14），Becher（19
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36）15），Goormaghtigh（1932）23）が報告してい

る．杉山教授は，超生体染色性に基いて見出し

たこの集団に対して腎小島14）と命名しているし

：Becher，　Goormaghtighは夫々独自なる見解に

基いて，該集団の性質と本質とに関して報告し

てV・る．

　こ～二において，△部位に見出される特殊細胞

集団に関して，：Feyrter，　Becher，　Goormaghtigh

の判読が論議される必要がある．

　　　（4）Becher氏細胞群について15）

　H．：Becher（1936）15）は，人腎・臓の輸入小動

脈の隣i接部に”特有な細胞群”を見出したので

あるが，とれは”Polkissen”の周囲並びに時と

して葉間小動脹に接して，個々に或いは群をな

して屯して：いる．この細胞群は屡々明白に腔を

つくり，一個の小なる嚢胞を形成しその内に分

泌物を含んでいる．細胞の胞体は一般に淡明で

あるが，かなりな穎粒を有し，その核は細胞の

形に応じて円形叉は梢ミ扁平である．各細胞の

境界は，特に嚢胞に対して明確に保持されてい

る．

　而も，斯る細胞群は結締織を以て囲冷せられ

（とれはWachslnode1によって追求されてい

る）その独立性が証明されてV・る．而も既記の

Macula　densa即ち中間部上皮とは明確に区別

される．従ってとの特殊細胞学は，上皮性のも

のに非ざるごとが想到されるのである．

　：Becherはヒの特殊細胞群を，組織学的所見

に基いて内分泌性性格を有するものと（内分泌

性細胞群との関連あるを疑い得ざるものと）考

えている．後記するようにヒれらの細胞群に帥

経が関係していることは，Goorlnaghtigh（19

32）23）が記載している通りであるが，Becherに

あっては更に大胆にも何らの特殊染色を施すと

となく，斯る細胞群の周囲に繊細な無髄並び

に有髄祠1経束が見出されることさえ述べた．

Goormaghtigh（1932）23）は，との特殊な細胞群

の説明に対して，動静脈吻合管の近接部に往々

見出されるPacini氏小体〔V．　Schumacher（1

90718），1934）24），Clara　（1936）27），　Grosser（1

902）〕との諮野性よりして，該集団を感覚紳経

絡末小体Corpusoles　Derveux－se・〕sitifs）と見倣

しているが，Becher（1936）15）は斯る所説に同

意してV・なV・，彼の見解によるならば，該細胞

群並びに細胞学嚢胞（Zellb1蕊schen）は分泌機能

を有するものであって，明らかに紳経性刺戟に

よって，ヒスタミン様物質を分泌し，ヒれによ

り血管壁叉はその周囲細胞に膨化的に作用する

ものの如くである．即ち分泌されたヒスタミン

様物質は血液一淋巴一塊を粗にし，淋巴管並び

に血管の透過性を高めて局所の組織に膨化的に

作用する．

　更にBecher（1930）15）は：，この特殊細胞群と

交感祠軽の募祠i経節Paraganglion或いは副腎

髄質細胞と極めて類似すると述べ，特殊細胞群

をもつて後者に規定される細胞群に加えたいと

述べている．且つ’Becherのい　bんとする所は，

ヒの特殊細胞学をもつて祠1経性neuroge11なも

のと見倣し，その上皮性epithelia1なるを否定

せんとするにある．

　：Becherの見解と推知とには極めて鋭N（もの

があり，祠！経性なることの証明に示申経染色を試

みざる欠点はあるが，Paraganglion系統にとの

特殊細胞群を対比せしめんとする提言は尊重さ

れてよv・．

　との闇にあって杉山教授（1942，1943）14）も

所論を発展し，斯る細胞集団（に相当すると後

に想定されるもの）に対して腎小島と名付け，

これを2型：卵円形（Typus　ovaricus）並びに円

柱型（Typus　cylindrjcus）に分ち，かつて発見

されたIR　aPpararai1S　neUro　myO－arterieleS

juxtaglomerulalres　du　rein（Goormaghtlgh）：そ

はこの腎小島に外ならすと見徹し，Polkissen

（Zimmermam〕）を・ば活動せざる腎小島（inaktives

Niereninsel）と考えている．

　私共によるならば恐らくGoormaghtighの略

読も，Becherの所論も，共に一面において正

しいものであろうが，究極において本系統に属

する細胞群は，私共の化学的感受体系統学説に

吟味されねばならぬ如く，Paraganglion系統細
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胞との同定，対比が問題となって来るものと考

えられるのである。

　：Becherが副腎・髄質細胞（本細胞は：Paraga－

1〕glion系統に所属する）との類似を説くに対し

て，Feyter（1940）9）は寧ろ皮質細胞に相似する

もので，それ故に前述の”中央管部”より発生

した上皮性な所謂，細尿管間細胞集団（inter－

tubulare　Ze11heuFen）を：重要覗しているが，しか

しこれによって特殊細胞群と副腎髄質細胞との

類似性が否定される訳ではなく，問題は依然と

して残されたままであり，私共の理解において

は化学的感受体系統なる構想へと発展するので

ある．

　なお血管殊に動静脈吻合部の血管壁を構築す

る細胞に，特殊な構造をもつたものを指摘して

とれを　”Polkissen”と命名し’た　Zimmerman11

（1932）36）は，腎血管極周囲における”特殊細

胞群”に関しては1特に論ずる所がなV・が，ヒこれ

は恐らく：Becherも述べているように，斯る特

殊細胞集団をも彼のいうPolkissen像に含まし

めてしまったものでなかろうか。

　：Becher（1936）15）の研究では輸入小動脈壁に

認められるPolkisse11なる血管閉鎖装置を，隣

接した”細胞小島と膨化細胞”との聞におけ

る生理的体液性関係　（Humoral－physfo】ogische

：Bezlehung）として読明している．この説明によ

ると，植物紳経系の刺戟は直接成果器官（Erfor－

gsorgan）に作用するものでなく，問接的に一度

Vasoaktivなヒスタミン，アセチールコリン，

アドレナリンの如き体固有な物質（K6rperelgene

Substanz）を遊離iせ’しめ，それを介して成果器

官に働くものと考えるのが要当である．～二の見

解は，紳経伝導の機作に導入されてもよく，斯

る血管活性物質（Vasoktive　Substanz）を内分泌

せしむる機構として上記特殊細胞群は注目され

るのである．然らばBecherによって発見され

た”特殊細胞群”は，Goormaghtighによって

記載された細胞群と如何なる関係に立つもので

あろうか，ヒの点については次章に触れよう．

　　（5）Goormaghtigh細胞群について

　：Becherの細胞集団は別の文献によると，

Goormaghtigh一：Becher氏細胞群〔Clara（1938

et　1939）16）〕或いは血管小体”Gefass－K6rperchen

（Goormaghtigh－Bechersche　Zellgruppe）〔Appelt

（1939）17）〕と呼ばれているが，とれはClara並

びにAPpeltがBecher氏細胞群を，　Goorma－

9htigh（1932）23）の”腎糸毬体附近に存する紳

経・筋・動脈部”（1・eSSegmentS　neUrO－ang｛0－

arterle11s　juxtaglo！nerula｛res　du　reh1）なる論文に

初めて記載し，特殊細胞集団と同一のものであ

ると考えたととによる．

　それ故に，ととにGoormaghtlgh細月半群が吟

味の問題となった．と同時に以上の見解は果し

て正しいであろうか．

　Goormaghtigh（1932）23）は，動脹性高血圧の

研究に際して糸毬体附近の動脈部が，他の部分

の動脈部と明確に区別される特異な構造を有し

ているヒとを見出した．その構成主要素は

　（1）私共の所謂Q細胞即ち上皮様の特殊滑

平筋細胞（とれについては血管系の部分に詳述）

及び通常滑雫筋

　（2）　：有髄並びに無髄網場繊維

　（3）感覚界経絡末小体（SeDsibles　nerv6ses

K6rperchen）

である．‘ ?梠ﾌ血管極領域は繊細な帥経網によ

って取囲まれているが，それは無髄のもので唯

稀に僅かの有髄聯経が混入する．特に私共の所

謂△部位においてこれらが微細複雑であるが，

その聞に介在して特殊細胞群（終末小体）が観

察される．ヒの特殊細胞は小さv・原形質に乏し

い境界明確な細胞で，その核は扁雫，歩々細長

の突起を出し，微細クロマチン網をもつもので

あり，驚hwalm氏細胞を想起させる，斯る細胞

は正しくノJ・柱が犬に積重なつて配列している．

Goormaght｛ghは～これらの構造物の意義を考察

するに当って，Masson（1924）11）の”馬下に存

する触覚部の紳経筋動脈毬とそれに由来する

腫瘍”なる報告におけるRu伍ni小体の機構に

着目し，それと同一壁式の解釈を試み，皮膚触

小休の一種，Meissner小体にその相似性を求
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めたのである．

　然らば，：Becher，：Feyter，並びにGoormagh－

t三ghによって夫々記載された細胞群は互に如何

なる関係にあるものであろうか．

　：Becher（1936）】5）は：～これに関して，　Goorma－

ghtigh（1932）23）によって発見された細胞と彼

が見出した細胞とは，殆んど同一のものと思わ

れると述べている，但し，この特殊細胞集団は

決して血管極周囲の輸入出血管を取囲んで現わ

れると：は限らなV・．：或V・は：叉，更：にGoorma－

ghtighのいう”特殊な細胞（絡末小体）”には

何ら分泌物を有する小嚢胞（：B1まschen）が見ら

れないという差異を指摘しているが，翌年にな

って彼の見出し1たものとGoormaghtighが見出

した細胞とは同一者であることを認めるに至っ

てV・る．

　しかしGoormaghtlgh氏細胞が眞にMeissner

小体に一致するものならば，それは結締織性

に，”中胚葉”中の”闇葉”に由来したものと

考えられるが，：Becherの考えでは：虚心性に由

来しているから外胚葉より発生したものという

～二とになる．その由来に関する吟味が必要とな

って来る．

　Clara（193627），193816））並びにAppelt（19

3917））も亦，Goormaght五gh氏細胞とBecher氏

細胞とは同一者であると見倣しているが，Clara
に：よ一 驍ﾆ　Goormaght∫gh一：Bech鍔r細胞は1，所謂

”上皮様筋細胞”（Q細胞）にその由来を求めら

れるべきものとしているので，当然三者は3読

を出してV・るヒとになる．

　Q細胞は”問葉”に由来してv・るから，もし

Goormaghtigh氏細胞集団が眞にMeissller触小

体に相当しているものとすれば，発生学的に

は，Q細胞〔clara（193627），1938∫）），　schu－

macher（193424），193838））〕とGoormaghtigh

（1932）23）氏細胞とは中胚葉中の聞葉より共に

由来していると考えるのであるから，近親（類

似）関係にあるものと見倣して行くヒとが出来

る．

　而もGoorlnaght五ghは，その後の論文（1936，

1938，1940）29）にお》・ては，Meissner触小体的

な性格に特に触れることなく，寧ろ所謂”Q細

胞（中膜）”に重点的な注目を払うようになっ

て来ている．ヒのヒとは，如何なる理由に基く

ものであろうか。

　一方：Feyrterの主張は別個のもので，彼によ

ればGoormaghtlgh氏細胞並びに：Becher氏細

胞は本質的に同一なものでなV・．Goormaghtigh

の記載は：Becherの特殊細胞群に全くに一致し

ていない．且つ叉その図においても何ら確実

な一致点が見出されないとしている．従って

Goormaghtigh－Becher氏細胞群と一義的に解釈

するに疑問があると考えている．

　而して一方：Feyrter（1940）9）かよ，彼の見出し

た　”特殊糸田月包君羊”　を・”糸田尿管「用糸田万詩集籏”　なり

として，上皮性なものと認めているのである．

　以上の如くGoormaghtigh氏細胞を中心とし
　　　　　　
た所詮には種々の混乱が見られるが，これに関

する私の見解の外廓は序論において触れたし叉

今後に取扱うときにする．

　（6）血管壁上皮檬細胞（Q細胞）について

　輸入小動脈壁において特に糸毬体茎部におい

て，私共に屡々壁細胞（内被細胞並びに外膜細

胞）の増殖，腫脹を認めるが，屡々をの中膜叉

は外膜に相当する部分に，所謂上皮様に見える

細胞の小集籏を併せて認めることが多い．それ

は円形乃至卵円形の比較的大きい核を有し，淡

明な胞体をもつもので数個叉は小集団を以て存

している．これが私共のいうQ細胞であるが，

斯る細胞集団の間には一般に膨化した繊維が存

し時に小集団を謡歌に囲続している．更に糸当

体茎部にあっては，円形乃至卵円形の比較的大

形の核，淡明な胞体を有する細胞と紡錘形の

核，少ない胞体を有する細胞との移行形を思わ

しめる細胞小集籏をも認める．

　斯る所見に相当するものとして私共は上皮様

i変i形筋細蚕包　（Epitheloidmod｛fizierte　Muske】zelle

Dach　Schumacher，190718）），その小集籏として

の所謂Polkissen〔Zimmermalm（1932）36）〕を

想起するが，斯る上皮様細胞は動静脈吻合部

P3り
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（A－V－A）に釈いて典型的に認められるもので

ある．或いは叉血行調節を要すべき小動脈部位

就中血管陶製において屡々認められるものであ

って，腎輸入血管がその典型的なものである．

私共は管腔における潤通町的特性に注目して

来たが，腺管に関しては，既に腎においては

Maα11a　densaが示す特性としてとれを吟味し

た．次に血管に関してであるが，腎においては

斯る上皮様細胞をもてる輸入小動脈が，特性的

に吟味されねばならなV・．叉腎における該細胞

の吟味のためには，該細胞一般の問題を論ずる

必要があるであろう。

　動静脹吻合部における上皮檬細胞については

Schum　acher（1907）18）が，「動静脈吻合血管の

移行部を追求して行くと，血管壁における中膜

筋肉細胞はいよいよ短くなると共にその幅が広

くなり，その核も馬券々円形になると共にクロ

マチンが乏しくなり筋原繊維が溝失して来る．

従って吻合部は，途にクロマチンに乏しい淡明

な胞体をもつ上皮様細胞で多暦に被覆されるに

至る」と述べていることに始まる．斯る特異な

細胞は吻合部乃至その玉戸側に多く，例外を除

いては豫脈側に少ないか叉は欠けてV・る．

　腎輸入小動脈壁にお廿る同献的な所見に最：初

注目したのはRllyter（1925）19）で，彼による

と，廿日鼠腎の輸入小動脈が毛細血管係蹄に分

岐する直前において滑ZF筋の形態を離れて類上

皮形となり，若干のフクシン嗜…好穎粒をいれ，

或る部分においては既に浩失した筋原繊維に代

っている．核は球形，壁は全体として緻密とな

り，一見括約筋形成を思わしめるのみならす，

斯る部位には内斜照膜が清失している．Ruyter

は斯る輸入血管の特殊構造について，結局これ

は腎血行調節に関係するものであろうと極め

て愼重に推論した．P．Masson教室のOber】ing

（1927）20）は，その師の”Ruf丘Di”小体並びにそ

れに由来する腫瘍26）なる論文に指示を受けて，

人中の腎・に同様な所見の観察を試み，Ruyterと

同様な読明を与えている．且つそれらの構造

は脾のSっhweiger－Seide］の被覆細胞，皮膚の

Glomus　dig｛tauxの祠｛経・筋成分に著しく類似し

てV・る～＝二とを強調している、Schweiger－Seide1

装置，GlOmus　digitauxに特殊機能の存するこ

とは：，多くの研究者によって説かれた所である

が，腎の特殊機構が当初より糸留体循環に関す

るものであろうと解釈されたのは，”構造上の

類似性が機能上の類似性を暗示する”という信

条に基v・ていた．

　Zimmermalm（1932）36）は，種々の哺孚L動物の

腎を検索し，その輸入小動脈壁に上皮檬細胞を

認めると同時に，とれらが集越して褥i駄（Ki－

ssenaltig）を呈して＼（る点からPolk｛ssenと命

名した．Kissellze11eは興言な繊維で淡明に被覆

されているが，精査すると全哺乳動物に腰差は

あっても何らかの形式におV・て見出され得るも

のである．

　H：evlicek（1933，1934）21）は斯る上皮様細胞

は膨化（Verquellung）並びに脱膨化（Entqlle－

lkm9）によって，　A－V－A部位の腔を開閉する

と考えて～これにQllellzelleと命名した．上皮様

細胞に一種の貧尾能があり，それ故に膨化する

ととも可能である．私共はこの意味に「Queユi－

zeUe」を解釈しているが，この貧喰能を利用し

て杉山教授は，との特殊集団を生体染色によっ

て集団的に検出し腎小島と命名している．

　Benningho仔（1930＞22）は，上皮檬細胞の薄々

性の外にその形態の変化によって，血管腔の拡

張並びに四葬が行われ得ることを指摘してい

る．しかし私共はGoormaghtlgh（1932）23）に

従って，輸入血管牧縮に際しての牧縮性因子の

主なるものは，依然として滑雫筋であり，膨化

細胞は（若干の牧縮性以外に）貧喰性に基き，

血管内の化学的・物理的変化を受応ずる感受体

と考えてV・る．

　Goormaght｛gh（1932）23）によると，腎・輸入小

動脹の詳細なる構造は次の如くである．私共も

亦その記載を奪重したい．輸入小動脈をその葉

間小動脈幹より血管極（糸雑体の）へと追跡し

て行くと，糸毬体茎：部より0・09mm離れ哨た所

で，その血管壁は普通の構造を失って，大きい
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染色性の乏しい淡明な上皮様細胞で装置され管

腔は急に幅が広くなるが，滑血筋の壁の環｝伏構

造があレ，とれによって上皮様細胞は内助細胞

と明確に区劃しているものである．更に糸毬体

に接近すると共にこの環状構造は分解し，まも

なく上皮様細胞は内被細胞と接触するに至る．

内議力膜は上皮様細胞の出現と共に潰失するが

極めて薄くなっていみ．ヒのような細胞の周辺

原形質には，時に著明な室泡が存し，細胞の配

列は粗で，その間に不規則な聞隙が詔められ

る．斯る闇質が，淋巴で充たされた所謂”室隙

系統（Syst61ne　lacunaire）を暗示しているもの

である．

　さて次に，斯る上皮様細胞の本態乃至由来は

どうであろうか．

　Schurnacher（19071」），193424））によると，斯

る上皮檬細胞は勿論形態的に上皮細胞に類似し

ているが，申膜における滑李筋と同一位置を占

むるのみならす，普通の扁平筋より”上皮様変

形細胞”への凡ゆる移行型が認められるとして

いる．

　同様な所説は：Ruyter（1925）19、，Zimmermann

（1932）56）によっても述べられた．　しかし，

Schumacher（190718），193424））並びにMathis

（193425））によると，斯る上皮様細胞は，既に

完成した定型的な滑卒筋繊維より化生したもの

でなく，動脈壁にあって定型的な”順奉筋”に

変化すべき”胎生細胞”が，～二の場合他の発展

過程をとり，漸次”上皮様性格”をとるに至っ

たものと考えられる．ヒの意見は私には丁度

示申経糸田胞原基より，　労示石経細胞　（Pafagan91ion

Zelle）と：漸次i変形して行く過程と同軌的に思わ

れる．

　今日”上皮様細胞”の性格に関し，最：も決定

的なものの如くに思われるのはC！ara（1936）27）

の報告である。ClaraはSchumacher，　Mathlsの

読を肯定し，血管壁申膜に相当して位置する

”胎生細胞Embryonale　Zelle”換言すれば，所

謂”細葉細胞Mesenchymzellen”（W．　Hueck，

1920，193739））から分化発展した細胞が，様々

な移行型を経て最後型として，一は滑雫筋細胞

に，他は上皮様筋細胞に分化すると考えて為
る．

　との関係は，更にGoormaght五gh（1937）28）の

次の意見と対比すると，注目すべき相似点があ

る。Goormaghtighは心臓におや・て筋肉組織は

　（1）原繊維性心筋繊維（丘bril愉e　H：erzmus－

kelfaser）と，

　（2）　所謂刺戟伝導系の原繊維に乏しい原形

質の多N（繊維①brillenarme　I）1asmareiche　Faser

des　so9．　Reizleitungssystem）

に大別し得るが，後者は上皮檬細胞と同一性格

者であると見徹し，動静脈吻合部（叉は血管傘）

の中膜部における筋肉組織を

　（1）原繊糸康生農具筋繊維　（行brill蕊1e　glatte

：Muskel魚ser）

　（2）　無夕蝉昏倒生理『二筋繊維i（a負bri1ぬre　glatte

Muskel血ser）

とに二大別し得るのと，同様であるとしている

巧妙な原罪であろう．尤もGoormaghtigh氏が

刺戟伝導路細胞と上皮檬細胞とを同一際したヒ

とは，それに先立つP．MassOn（1924）11）の

H王s氏束と上皮檬細胞との間に類似性を指摘し

π報告に基く所が多いのである．

　輸入小動脈壁に上皮様細胞小集籏が存する～二

とは，既記の形態学者のみならす，病理学者に

よっても報告され来たった．即ち　Zellpolster

〔KuczyDsk1（1926）35），　HUcke1（1929）2n）〕：或V・は

紅葉性細胞増殖Mesenchymale．　Zellproliferatiolユ

〔Coronini（1937）37）〕或いは結締織細胞増殖

Wucherung　d．　Billdegewebszellen〔辻（1937）40）〕

等と呼ばれて来たものが，とれに該当するもの

と思われる．

　Goormaghtigh（1937）28）は，病変に対して楡

入小動脈壁に存する2種の細胞が，異なった型

式で反応すると記載している．即ち，急性狸紅

熱，子痛，V－D過剰症にあっては，牧野性因

子（滑平筋細胞）は種々な型式でi変性に陥るが，

無原繊網引細胞（上皮様細胞に相当する）は反

って肥大或いは増殖に陥る，となしている．
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　更にGoormaghtigh（1938，1940）29）はIsch

aemic　K：idDeyにつV・て，永続性血圧充進と輸

入小動脈壁の上皮様細胞群との関係を吟味し，

所謂無繊維i生細胞の原形質内セこ小室泡を混ずる

多染性の穎粒が現われることを認め，且つこれ

らの原形質の特徴並び：に変化が，一種の左様循

環（91aDdular　cycle）を以て現われる～二とに注

目している．且つ叉Zehker一：Formol固定で染

まる小穎粒が存するが，その他に如何なる固定

によっても可惜性の邊行性形像を示さない大営

粒が存する．とれは恐らく血圧充進物質形成へ

の前梯段で，これらは恐らくは無原繊維性細胞

の内分泌性を示すものとしている．これを支持

するものとして，別に私の組織化学的観察があ

る．

　Kaiser11D9（193530），1940　s））は，異種血清で

感作した家兎に祠玉経切除を施すと，血管上鞘紳

経の麻痺が第一に屡々輸入小動脈に現われ，血

管極において著明な管腔の拡張並びに充盈が起

ることを見たが，ヒれによって輸入起動町彫が

血行調節部であるという見解に立至るヒとが出

来る．

　諸病毒が輸入小動脈部におV・て第一に作用す

べきヒとは，私共の組織化学像より推知し得る

し，且つ諸病変がヒの部を申心として発展すべ

きことは，問葉性細胞増殖，結締織細胞増殖等

の形像より結論し得る．

　更にSchumacher並びにMac　Mahon（1933）

は：，悪性腎硬変症（Maligne　N　ephrosclerose）に

際して楡入小動脈に病変が現われるが，とれを

”Dyso1〕le”或いは叉”Sylltollische　Pathergie”な

る概念において説明している．

　吟味を要するが，J．　G．　Edwards（1940）5）も

亦所謂periarteriolar　pad（引入小動脈が糸憎体

に移行する所謂”糸笹野茎部”に存する）に注

目し，ヒれは諸病変を起すが水銀中毒に際して

は何ら明白な変化を起すことがない．従って水

銀はPeriarterielar　pad，　epithelial　plaqueに作用

する因子に非ざるととを述べている．

　以上が上皮様細胞群に関して，今日迄に知ら

れたる形態学的並びに病理学的事項の大略であ

る．

　　　　　（7）腎の示申経について

　腎臓の野牛支配に関しては若干の研究が存す

るが，知覚門経分布はないものと考えられてい

る．植物西経系分布については：EIIinger並び

にHirt（1928）31）は，”内臓交感耐経”と”大

小内臓交感刷1経”に区別し，大内門守経には腎

臓血管聖経は含まれす，小内臓示Fiユ経が腎臓血管

を支配し，而もヒれは牧縮的に働き拡張作用は

明確でないと述べてV・る．

　迷走神経：と腎臓紳経叢との直接の連絡は確実

でなく，腎臓内では迷走棘経繊維は細血管に随

伴して走り，楡出入小動脈暦まで件っている

（Rerner－Goormaghtig11，193223））．しかし糸国

体毛細血管肺野内への侵入は少ないものと思わ

れてv・る．

　しかし輪入小動脈の血管群動紳経の支配に関

しては，未だ確定的な結論が見出されていな

い．従来より一般動脈系は，牧縮性交幽翠経と

拡張性副交感祠i経によって主として支配されて

いるというのが通読である．腎動脈系に関して

も同檬で，祠1田（1933）は拡張性副交感祠1経に

よる支配を記載して：いる．

　但し，一般動脈系に対する副交感系が拡張性

のみと理解するヒとは，滝野32）によると大なる

誤りである．滝野は腎動脹系に対してもアセチ

ーオヒヨリン，ヒスタミン或いは血清過敏症の

薬理学的所見に基いて，家兎にあっては相当に

強い雪避性副交感刷！経の存在を主張している．

血管運動棘経の支配性に関しては種族差が強い

が，家兎並びに家兎肝腎動脈を有する人に対し

ては，塁壁性副交感性支配を再検詞する必要が

ある．

　アレルギーの発展は牧縮性副交感系に侯つ所

が大きいので，腎アレルギーに対して上記の吟

味は更に重要な意味をもつて来る．

　腎動脈（叉は門静脈）から濃厚な抗原を注射

すると（東海林1942一・3），家兎腎動脈は他の

動物に較べて極めて強く牧縮性副交感棘経に支
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配されているから，毛細血管並びに腎静脈等に

次いで腎動脈が抗原によって強く感作されて来

る．とヒに効果注射として濃厚なる抗原を腎動

脈より注射すると，抗原抗休反応が起りその結

果腎動脈殊に細小動脈に強烈な攣縮が起り，皮

質に貧血性壊死が起る．このことは脳動脈殊に

腎細小動脈が，強縮性副交感祠1経＝によって支配

されているヒとを指示するものである。

　EIIinger　u・Hlrt（1928）3」）によると示申経繊維i

は，血管極並びに｝30wmann氏嚢を通じて毛細

血管蹄骨内に侵入している．糸柳体は必ずしも

全部が同時に働くものでなく，且つ同一平野体

にあっても若干の毛細血管蹄係が活動し，その

他のものは休止している．斯る所見からして，

糸母体の閉鎮機構は血管極のみに存するのでな

く，寧ろ個々の毛細血管蹄係が個々に開閉する

能力にあるものと考え，手毬体に存する祠軽繊

維とその構造に注目している．Okkels並びに

Peterti（1929）33）は，蛙の腎臓にMicromani－

pulatorを使用し輸入小動脈並びに糸毬蝶蝿蹄

を機械的に刺戟して，毛細血管係蹄の興奮性は

比較的少なV・が，思入小動脈は特殊な牧縮性を

示しつつ，全経路に亘って激しい刺戟感受性を

もつているものであるヒとを証明した．これに

より蛙の腎臓では，”紳経一筋一動脈装置”が

血管爆縮性に大きな意義をもつているものと判

断される．

　Goormaghtigh（1932）23）は，：有髄，無髄示中国

による二重支配，特殊な絡末小休，輸入小動脈

壁における特殊な構造（上皮様細胞並びに普通

の滑平筋）よりして，そとに一個の反射弓的な

経路を想目しているが，～二の時，特i殊なNeuro噛

1nyo－arterie1なi装置は，求心性祠軽絡末に共範

している一種：の即応器と見徹している．Goor－

maghtighに：よると，楡入小動脈の内膜は極め

て薄く，内弾力膜は屡々消：失するか，：或いは存

在するとしても全く不完全なものである．更

に，上皮檬細胞並びに特殊な細胞群の周囲に特

に発達している”室隙系統”も亦特徴のある構

造である．これらの諸形像より見ると，体液の

変化は必然的に”上皮様細胞群”に働き，且つ

”上皮様細胞群”が示す梢ぐ著明なる貧喰能に

基き，体液の変動が該細胞群に働くことは可能

であろう．諸種の無機塩を経血管的に注入し

て，その生体内分布を私共の組織化学的証明法

により追跡すると，腎においては矢張り△部位

に多い．斯くして，上皮様細胞群の代謝が変る

と，或いは町上皮様細胞群が膨化すると，それ

らの変化が知覚紳経末梢（絡末小体を含む）を

刺戟し，それより反射弓を描いて次に遠心性に

血管壁における滑雫筋を牧縮せしめ，輸入小動

脈の閉鎮を行うに至ると考えられる．

　：Becher（1936）15）によると，”上皮様細胞群”

を有する蝿叩小動脈と特殊な細胞群，即ち彼の

いうBecher細胞群との間に，淋巴小管が発達

していることより，そヒには所謂”血液一淋巴

一町（Blut一：Lymph－Schranke）があるものと考

えて：N（る．Becherがいう血液淋巴柵とは次の

如き機構をもつものである．微量作用物質を内

分泌する分泌細胞（△部位における分泌細胞に

関しては後に吟味する）より血管活性なアドレ

ナリン，アセチールビヨリン類が分泌される

と，それがへ部位における粗なる結締織をより

粗となし，毛細血管，淋巴小管をも拡張性に粗

となして途に成果器官（Erfolgsorgan）に働き，

楡入小動脈を牧照せしめる．：Becherは：斯る”生

理的液体性関係”を強調している．

　Feyrter（19383），19409））は，既述の如く斯

る特殊細胞群はEndophytie的に分芽して発達

したものと考えている．その由来は上皮性で，

且つ内分泌機能をもつている．

　～二の　Elldophytieは発芽に際してNeuro－

Reticulumと密接な関係に立つもので，腺管上

皮間に所謂HeHe　Zelleとして將来分芽すべき

細胞が現われ始めると，Helle　Zelleに対して既

に繊細なる：Neuroreticulumが纏絡し始め，多

暦化，分芽すると共にNeuroretiCulUmの纏絡

は更に密となり，孤立して特殊細胞集団となる

に及んでNeuroreticululnの叢となっている．

該細胞集団の間には毛細血管が繊維に走ってい
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て，その形相は所謂”内分泌性器官”と全く相

似する．私も敏室同人の方法により白金処理に

よってCholin様物質を組織化学的に証明した

所，△部位にそれが豊富で，その主たるものは

上皮性由来のEndophytie的な集団であると判

断された．

　斯くの如くEndophytie的発展にNeuroretic－

ulumが密接であるが，とれは一方の観点より

すると，EDdophytie的誘導は恐らくNellroretic－

ulUmによるものであると解釈されている．’例

えばその第一歩のB7elle　Zelle化に関して，酒

石酸一Thionin染色をなしてメタク・マジー

所見をとると，He1！e　ZUeの内容に紳経細胞に

類似したもののあることがその根拠となる．

　Sunder－Plassman11（1934）34）も亦Neurohor－

mOIlale　Zelleなるものを提唱し，殊に甲状腺に

おや・て詳述しているが，その生成に際しても繊

細な網状祠1経絡末組織（Feine　reticulare　nerv6se

Termimlgewebe）によって：誘導されるヒ：とを述

べ’てV・る．

　以上の如く，腎の祠i経に関する既往の知見は

未だ不完全なものがあり，今後の研究に侯たれ

る点が少なくなV、のである、

　　　　　　（8）総括及び考按

　私共は化学的感受体系統なる構想をもつてい

る．その聞にあって腎の位置を私は吟味した．

　私共は，仮りに一管腔を選び，その管腔にお

ける潤声部に注目する．

　胃管部は，腺管系にあっては腺房（A）の導

管（B）に移行する部，血管系にあっては典型

的には，動脈（A）より静脈（B）に移行する部

である．要するに，管腔にあっては（A）（B）聞

に三管部が位置すると考えてよい．

　い）（R）問に存在するということは，私共に

よると重要な特性を藏する所のものである．

　その特性の一は逆吸牧能である（潤管部域を

更に広義に解する場合，それを，宅料を行う第

H部位と分泌を行う第1部位とに分ける）．

　逆吸牧が行われるために与えられたる原因は

屡々その部より侵襲する．諸種の薬品（私共の

組織化学的検証に基き），諸病因（組織学的検

証に基き）がその部位に作用する．病理学的に

は，炎症はその部位を第一の基盤として発展す

るものである．

第二に（A）（B）間に凡て，儲部は両者

の移行部に相当し，従ってAB両性質的であ

るというヒとである．それは分化度の低いこと

を意味する，従ってこれによって潤四部が高再

生能をもつものであることが証明出来る．具体

的には，諸原因に反応して増生，化生等を示

す．高再生能に基き門門部構成因子は所謂En－

dOPhytie的発展を途げる．～これは多暦化，分

芽，遊離集団の過程をとるもので，性格として

は微量作用物質内分泌的なものである．

　叉高再生能に基いて悪性腫瘍化の問題が考え

られねばならなV・．其体的に潤管下よりの腫瘍

発生の像を追跡出来る幾多の症例を得ることが

出来たが，これによって野焼部は腫瘍発生の好

発的基盤であるというヒとが出来る．

　第三に潤管部は，例えば腺房より導管に至る

間門に当り，通過調節を行う部位であるという

点である．これは，血管系においては最：も著明

で血行調節能として現われる．

　血行調節と共親して紳経繊維の関与が生じて

来る．且つ叉，潤管部細胞がEndophtie的発展

を途げる場合，その誘導はNeurogenに行われ

るものと考えられる．EndOphytie的発展因子

に，納経繊維が密に纒絡している像がとれを示

している．Endophytie的細胞集団の闇には細

血管が叢をなし，集団を纏絡して祠1経叢が見出

される．斯くなれば，途に典型的な内分泌性細

胞集団の構造をとったものとなる．

　甲管腔にあって，A，：B部位を対比せしむる

ことによって私共は潤阿附を得た．且つ，斯る

部位は上記の如き特性をもつものであるヒとを

私共は主張するものである．

　甲管腔は乙管腔と屡々併行して走る．両者の

潤管部を対比するととにより私共は一個の特殊

細胞集団を見る．具体的には，腺管系と血管系

の相互に対応して位置する導管部を中心に吟味
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してその形像を得ることが出来る．甲乙両管腔

に更に両管腔（層厚系）を対比せしむるととに

より．該細胞集団は，：Neuro－angio－epithelialな

3因子により構成される所の特殊集団となるも
　　　　鷺
のである．

　これを私共は典型的な，所謂化学的感受体と

見徹すのである．

　斯る完成型の化学的感受体は，何れの臓器に

おいても見出されるものでない．謂はば不全型

のものとして，腺管系のみに或V・は血管系のみ

に装置されたものを見出すのである．

　腎における化学的感受体は，腺管系，血管系

両系統に即して発達したもので，これに示中経系

が密に纏絡せるものである．即ち完成型の化学

的感受体である．腺管由来性にFeyrter細胞群

が，血管由来性にGoormaghtigh－Becher糸田胞

群が形成され，その聞に理経系が密接している

ものである．私共の見解によれば，△部位にお

ける特殊細胞群を腺管由来性のみに，或》・は血

管由来性のみによって決することは出来ぬ．三

者が相互に協同して存在するものである．且つ

斯くして構成されたものの発生史的位置をも，

上記の如くに解釈するのである．

　完成型の化学的感受体にあっては，斯る構成

体が，夫々刺戟に対する受応器，その反射弓，

微量作用物質を分泌する内分泌性細胞群，ヒれ

らに対する絡末作用器官（血管牧草の如き）と

して作用するものである．

　化学的感受体を構成する　Angio－epithelial

Elementは，夫々Endophytie的に発展したも

のである．私共はとれを傍側（para一）系統細

胞とも称している．その所以は，滑亭筋になる

べ：き原基より一・は滑2F筋に一一は化生白鳳に（para

的発展）上皮様変化筋肉細胞となり，腺管上皮

よりも同様に傍i側的に；発展してEndophytテeと

なれるものである．即ちヒの意味において，

Paramuskelze11e　（傍筋肉細胞），　Paraepithelzelle

（傍上皮細胞）と称するヒとが出来る．

　ヒれは，化学的感受体を構成する紳経性因子

が，Paraganglionzelle（傍紳経細胞）と既に命名

されて：いたヒとと相い似ている．即ち化学的感

受体を構成するNeuro－angio－epithe1｛al　element

は端的にV・うと，夫々paraganglionzelle，：Para－

muskelzelle，　Paraepithelze1】eに由来するものと

なすことが出来る．

　化学的感受体によっては，その一部を欠くも

のがある．例えばParagangllonzelle，　Paramus－

kelzelleによって構成され：たものが存する．ヒ

れ，らは1，既に歴史的に，　Glomus　caroticum，

Glomus　aorticum一・・…と称せられて＼（た所謂

Glomus装置に相当している．

　Glom　us　caroticum等は既に，発見者Hering

によって化学的感受体とも命名されていた．私

共は，Neuro－angio－epithelial　elementが夫々傍

側（Para）系統細胞で構成されていて，　Para－

ganglionzelleを主とするGlomus　i装置はその一

因子であるという見解に立っているので，

Herln9等によって定義されている化学的感受

体に対する概念を拡大して解釈するのである．

　その意味においてNeuro－angio－epithelial　ele－

mentより成る化学的感受体が新たに理解され

得るのである．

　Paraganglionzelleは：，アドレ’ナリン叉は，アセ

チールビョリンの何れを内分泌するかによっ

て，その組織化学的所見に基き，夫’々ク・一ム

親和性細胞並びに非クローム親和性細胞と分類

されている．

　化学的感受体が，何れの型の上記微量作用物

質を内分泌するかの決定がそれ故に必要であ

る．アドレナリン内分泌細胞は，成人にあって

は副腎髄質（並びにそれに類似する若干の装置）

に見出されるが，非クローム親和性細胞も相当

の頻度で生体内に分布してV・る．その積極的証

明は，アセチールビヨリンの組織化学的検索に

よるべきであるが，これに対する適正なる方法

がなかった．私は，私共同人が創案せる各種の

方法によって：，腎化学的感受体細胞に：動けるヒ

ヨリン様物質の存在を相当に確実化ならしめ

た．

　：Neuro－angio℃pithelia1な集団が，更に発達し
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て来ると，私共の解釈に従えば，所謂”重合臓

器”の形態をとる．例えば脳下垂体は上皮性な

る脳下垂体前葉細胞と，祠｛経性なる後葉細胞並

びに間葉細胞より成る重合器官で，これが間
脳・脳下垂体系として全植物機能の最高位に位

置して調節に当るものであることは周知であ
る．

　：Paraganglionzelle，或いは重合器官に関して

は，本論文に胎V・て論ずる必要はない．その概

略を記して私共が”化学的感受体系統”と称す

る系統的存在は，如何なる輩純型よりその最完

成型にまで発達せるものであるかの規模を述
　　　　　　　　　　ヨ
ベ，その闇において腎化学的感受体が如何なる

位置にあるかに触れた次第である．

　上記全体的構想に関しては，石川敏授論文を
参照せられたい．

結

1）腎における化学的感受体機構として，糸
　毬体に接する所謂△部位に，Neuro－angio一，

　epithelial　elementsより成る特殊細胞集団
　が存する．

2）斯る特殊細胞集団は，腎の腺管系並びに

　血管系における三管部的特性に基いて構成

　され来たったものである．

3）私共は化学的感受体系統を提唱し，ヒれ

語

　に属する系統的な機構群を見出すが，それ

　に不全型より完全型に至る三型が存する．

　斯る闇にあっての，腎化学的感受体の位置
　を明確にした．

4）潤管部的特性としての重要なる諸性質を
　列記し，それによる病態生理学的意義を述

　べたが，その実証に関しては，別に記載す

　る．
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